
 

菜の花 

 
何もない道を抜けたら 
黄色くまぶしい世界が広がる 
 
見ているだけで嬉しくさせてくれる 
陽に映えて美しく風に揺れて暖かく 
 
ひとつでは頼りない菜の花 
まとまることで鮮やかな絨毯 
 
ほんのひととき楽しくさせてくれる 
５月の青い空にウェイブしながら 
 
もうこのまま生きてゆこうと 
思っていたのに 
まだまだいいことを求めながら 
探していることに気付く 
 
 
ひとりでは足りない何かが 
一緒にいることで満ち足りた気持ちに 
 
ささやかな暮らしの他には何もいらない 
これまでの全てを整理したはずだった 
 
もう誰にも知られないでと 
思っていたのに 
まだまだふれあいを求めながら 
探していることに気付く 
 
もうこのまま生きてゆこうと 
思っていたのに 
まだまだいいことを求めながら 
探していることに気付く 
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